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会計 款 項 目
多額
経費

一般 2 1 9 　　

担当課室

担当課室長

Ⅰ　改革・改善内容（＝事務事業をより良く実施するための方策）

Ⅱ　事務事業の目的・概要

対象

Ⅲ　事務事業の成果やコストの状況

平成23
年度

平成24
年度

平成25
年度

単位

ⅰ 1 1 0 件
ⅱ 0 1 1 件
ⅲ

③事務事業のコスト 平成24年度決算 平成25年度決算

事業費（千円） 150 259
国支出金（千円） 0 0
県支出金（千円） 0 0
市債その他（千円） 0 0
一般財源（千円） 150 259

Ⅳ　評価・検討

ⅰ市関与の妥当性 3高い
ⅱ有効性 3高い

Ⅴ　多額の経費を要する事業等の「実施計画」における達成状況

当初
H24⇒25繰越

補正
流用・充当

③達成状況 　　
現年分

④未完了・非着手の理由
平成26年度への繰越額（単位；千円）

②計画に対する事業実績

0 0

H24から
の繰越

③上記評価の理由
市民公益活動及び協働を推進するためには今後も継続する必要があるが、団体及
び市民への周知方法などについては改善を要する。

①平成25年度の計画
平成25年度事業費の状況（単位；千円）

計画事業費 予算額 決算額

②評価
ⅲ公平性 3高い

ⅴ総合評価 5改善
ⅳ効率性 3高い

914

①課題（目的に対す
る現状など）

応募件数が少なく、モデル事業及び補助金事業の活用が図られていない。

57 講師謝礼 0
100 市民活動支援補助金 0

平成25年度決算（事業費）の主な内訳 平成26年度予算

54 協働推進委員会委員報酬 0
金額（千円） 内容 914

③環境分析（事業開始
からの状況変化や今後の
見込み・市民意向など）

地方分権等の社会の変化により市民公益活動の重要性が増しており、今後ますます協働
による事業実施が必要不可欠となるが、団体内での人材不足や高齢化が課題となってい
る。

①平成25年度の事
業の成果

　市民提案協働モデル事業：０事業
　市民活動支援補助事業　：１事業

②成果
を表す
指標

指標名称 算定根拠

市民提案モデル事業完了報告件数 業務取得
市民活動支援補助事業実績報告件数 業務取得

①目的 市民公益活動団体
意図（対象をどう
するのか）

協働事業の実現
市民公益活動団体の育成及び支援

②事務事業の概要
協働の推進を図るため、市民提案協働モデル事業及び市民活動支援補助事業を
行う。

施策 411地方分権と市民参加の推進 笠井　真利子

①前回
の評価
で掲げ
た内容

市民活動支援補助金は平成16年度から、市民提案協働モデル事業は平成18
年度から実施している。
この事業は市民との協働、市民公益活動の促進を進めるうえで中心的な役割
を担う事業であるが、現状は応募件数が少ないため、事業の周知方法等の検
討をすすめる。また、庁内においても行政提案型のテーマについて応募しても
らえるよう周知を図る。

③平成26年
度に取組む
改革・改善
内容

『市民との協働戦略プラン』の見直
し等の検証や、市民活動支援補助
金及び市民提案型モデル事業の制
度を検証する。

②①に
基づく
取組み
結果

市の広報での募集のほか、登録団体に電子メールでモデル事業の募集をし、
追加募集も行った。

平成平成平成平成２６２６２６２６年度年度年度年度　　　　鎌鎌鎌鎌ケケケケ谷市事務事業評価表谷市事務事業評価表谷市事務事業評価表谷市事務事業評価表（（（（事後事後事後事後）（）（）（）（標準評価表標準評価表標準評価表標準評価表））））

事務事業名 協働の推進に要する経費

政策 41計画の実現のために 市民活動推進課
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会計 款 項 目
多額
経費

一般 2 1 9 　　

担当課室

担当課室長

Ⅰ　改革・改善内容（＝事務事業をより良く実施するための方策）

Ⅱ　事務事業の目的・概要

対象

Ⅲ　事務事業の成果やコストの状況

平成23
年度

平成24
年度

平成25
年度

単位

ⅰ 332 238 183 団体
ⅱ 16 30 47 件
ⅲ 7,881 7,034 7,694 件

③事務事業のコスト 平成24年度決算 平成25年度決算

事業費（千円） 1,973 2,376
国支出金（千円） 0 0
県支出金（千円） 0 0
市債その他（千円） 0 0
一般財源（千円） 1,973 2,376

Ⅳ　評価・検討

ⅰ市関与の妥当性 3高い
ⅱ有効性 3高い

Ⅴ　多額の経費を要する事業等の「実施計画」における達成状況

当初
H24⇒25繰越

補正
流用・充当

平成26年度への繰越額（単位；千円）

計画事業費

②計画に対する事業実績

決算額

②評価
ⅳ効率性

③上記評価の理由

③達成状況

H24から
の繰越

現年分
　　

④未完了・非着手の理由

①平成25年度の計画
平成25年度事業費の状況（単位；千円）

0 0

　今後も、さまざまな機会をとらえて積極的に市民活動推進センターの存在や機能
を情報発信し、利用者の増加に努めていく必要がある。

予算額

市民公益活動を行う団体及び
市民

意図（対象をどう
するのか）

算定根拠

業務取得

　市民活動推進センターの存在や活用方法について、団体や市民に浸透していな
いため、利用団体数が減少している。

1,232
金額（千円） 内容

ⅲ公平性 3高い
3高い

ⅴ総合評価 5改善

①目的

②成果
を表す
指標

施策

41計画の実現のために

411地方分権と市民参加の推進

市民公益活動を行う団体を支援すると
ともに、市民のまちづくり意識の醸成を
図る。

業務取得
業務取得

指標名称

利用団体数
市民公益活動相談件数

市民活動推進センターウェブページアクセス件数

　地方分権等の社会の変化により市民公益活動の重要性が増しており、今後ますます協働
による事業実施が必要不可欠となるが、団体内での人材不足や高齢化が課題となってい
る。

　市民活動推進センターの移転（平成２６年４月７日）に併せて、移転及びセン
ターの機能を周知するチラシを作成し市民会館等で配布した。また、センターだ
よりの特別号を作成し、自治会回覧等を実施した。
　まなびぃふれあいフェスタに代わる（仮称）市民活動フェスタについては、セン
ターの利用者意見交換会を開催し、意見交換会で協議の結果、将来的には実
行委員会を組織し、実行委員会がイベントの計画から実施までを行うこととし
た。

平成平成平成平成２６２６２６２６年度年度年度年度　　　　鎌鎌鎌鎌ケケケケ谷市事務事業評価表谷市事務事業評価表谷市事務事業評価表谷市事務事業評価表（（（（事後事後事後事後）（）（）（）（標準評価表標準評価表標準評価表標準評価表））））

市民活動推進課

笠井　真利子

①平成25年度の事
業の成果

　市民活動推進センター来所者数　 : ３，１５９人
  市民活動推進センター登録団体数： １２０団体
　市民公益活動相談件数          ： ４７件

①前回
の評価
で掲げ
た内容

②事務事業の概要
　市民活動推進センターは、様々な分野において市民公益活動を行う団体や、これから活
動しようとしている人を支援し、市民公益活動を推進する拠点として設置した。

市民活動推進センターの管理運営に要する経費

③環境分析（事業開始
からの状況変化や今後の
見込み・市民意向など）

②①に
基づく
取組み
結果

事務事業名

政策

③平成26年
度に取組む
改革・改善
内容

　市民活動推進センターウェブペー
ジをリニューアルし、市民活動推進
センターの一層のＰＲを図る。
　また、公募した実行委員との連携
及び意見集約を図り、（仮称）市民
活動フェスタを市民との協働により
成功させる。

平成２６年度に計画している市民活動推進センターの移転も考慮し、センター
利用についてのＰＲを行う。またホームページの活用についても周知を図る。
市民公益活動団体同士の横のつながりができるような対策を考える。具体的
には、まなびぃふれあいフェスタのようなイベントの実施方法について、今まで
のような市民活動推進課主導ではなく、市民公益活動団体同士が話し合いあ
う場などを設け、計画から実施までできるような会合を検討する。

①課題（目的に対す
る現状など）

平成26年度予算
2,442

2,442

プロジェクトマネージャー報酬

265 ホームページ団体検索システム保守委託

平成25年度決算（事業費）の主な内訳

0
0
0
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会計 款 項 目
多額
経費

一般 2 1 9 　　

担当課室

担当課室長

Ⅰ　改革・改善内容（＝事務事業をより良く実施するための方策）

Ⅱ　事務事業の目的・概要

対象

Ⅲ　事務事業の成果やコストの状況

平成23
年度

平成24
年度

平成25
年度

単位

ⅰ 24.5 24.5 21.8 ％
ⅱ
ⅲ

③事務事業のコスト 平成24年度決算 平成25年度決算

事業費（千円） 220 189
国支出金（千円）
県支出金（千円）
市債その他（千円）

一般財源（千円） 220 189
Ⅳ　評価・検討

ⅰ市関与の妥当性 3高い
ⅱ有効性 3高い

Ⅴ　多額の経費を要する事業等の「実施計画」における達成状況

当初
H24⇒25繰越

補正
流用・充当

平成平成平成平成２６２６２６２６年度年度年度年度　　　　鎌鎌鎌鎌ケケケケ谷市事務事業評価表谷市事務事業評価表谷市事務事業評価表谷市事務事業評価表（（（（事後事後事後事後）（）（）（）（標準評価表標準評価表標準評価表標準評価表））））

事務事業名 男女共同参画推進に要する経費

政策 14個人が尊重しあう多様な市民交流をつくります 市民活動推進課

施策 143男女共同参画社会づくり 大伯　昌司

①前回
の評価
で掲げ
た内容

担当課が自己評価した事業実施度の「実施で
きなかった」「実施していない」事業について
は、第１次実施計画進捗状況の中で、新たに
担当課名等を明記し公表していく。

③平成26年
度に取組む
改革・改善
内容

成果指標である審議会等女性委員
割合が下がっていることから、室と
して委員を推薦できる体制を充実さ
せるとともに、同体制を周知してい
く。

②①に
基づく
取組み
結果

男女共同参画推進計画第１次実施計画の進
捗状況について、実施していない１事業につい
て担当課名を明記したうえで、市ホームページ
で公表した。

①目的 庁内各課
意図（対象をどう
するのか）

全庁的に計画を推進することで、職場
や家庭、地域等様々な場で女性の参画
を促進していく。

②事務事業の概要

　｢鎌ケ谷市男女共同参画推進計画｣は、平成２３年度から平成３２年度までを計画期間としており、男女共同参画
社会の形成に向けた目標、施策の方向性等を定めている。
　この計画の推進にあたっては、男女共同参画推進懇話会を設置しており、学識経験者、公募による市民代表者か
ら、広く意見を求めている。

③環境分析（事業開始
からの状況変化や今後の
見込み・市民意向など）

少子高齢化、経済の低迷等から家庭や職場、地域等あらゆる分野において男女が
支え合いながら能力を発揮していく男女共同参画社会の形成が重要となる。

①平成25年度の事
業の成果

　男女共同参画推進懇話会の開催状況：会議開催回数３回、延べ出席者数２７人

②成果
を表す
指標

指標名称 算定根拠

審議会等女性委員割合 業務取得

平成25年度決算（事業費）の主な内訳 平成26年度予算

177 男女共同参画推進懇話会委員報
償

金額（千円） 内容 281

281

①課題（目的に対す
る現状など）

男女共同参画意識の醸成には、男女共同参画室をはじめとする庁内各担当課の
「男女共同参画推進計画」に基づく、女性委員を推薦できる体制の充実など、地道
な事業の実施が必要

②評価
ⅲ公平性 3高い

ⅴ総合評価 6精査・検証
ⅳ効率性 3高い

③上記評価の理由
計画の進行管理において、各事業の実績を踏まえた課題を精査し、次年度の事業
に活かしていく必要があるため。

①平成25年度の計画
平成25年度事業費の状況（単位；千円）

計画事業費 予算額 決算額

③達成状況 　　
現年分

④未完了・非着手の理由
平成26年度への繰越額（単位；千円）

②計画に対する事業実績

0 0

H24から
の繰越
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会計 款 項 目
多額
経費

一般 2 1 9 　　

担当課室

担当課室長

Ⅰ　改革・改善内容（＝事務事業をより良く実施するための方策）

Ⅱ　事務事業の目的・概要

対象

Ⅲ　事務事業の成果やコストの状況

平成23
年度

平成24
年度

平成25
年度

単位

ⅰ 20.1 ％
ⅱ
ⅲ

③事務事業のコスト 平成24年度決算 平成25年度決算

事業費（千円） 8,125 5,703
国支出金（千円）
県支出金（千円） 3,184
市債その他（千円）

一般財源（千円） 4,941 5,703
Ⅳ　評価・検討

ⅰ市関与の妥当性 3高い
ⅱ有効性 3高い

Ⅴ　多額の経費を要する事業等の「実施計画」における達成状況

当初
H24⇒25繰越

補正
流用・充当

平成平成平成平成２６２６２６２６年度年度年度年度　　　　鎌鎌鎌鎌ケケケケ谷市事務事業評価表谷市事務事業評価表谷市事務事業評価表谷市事務事業評価表（（（（事後事後事後事後）（）（）（）（標準評価表標準評価表標準評価表標準評価表））））

事務事業名 男女共同参画推進センターの管理運営に要する経費

政策 14個人が尊重しあう多様な市民交流をつくります 市民活動推進課

施策 143男女共同参画社会づくり 大伯　昌司

①前回
の評価
で掲げ
た内容

センターの認知度を高めるとともに利用促進を図る
ため、きらり会館への移設を契機に、市民が利用し
やすい環境を整えるべく、工事担当課と協議のうえ
男女共同参画室の意見を反映させていく。

③平成26年
度に取組む
改革・改善
内容

センターの役割や機能等について、
あらためてセミナー、広報、ホーム
ページ等あらゆる機会（媒体）を通
じ、ＰＲをしていくことで利用促進を
図る。

②①に
基づく
取組み
結果

きらり会館への移設にあたり、工事担当課
との綿密な協議により、市民が利用しやす
い環境を整えることができた。

①目的 市民・職員・事業所
意図（対象をどう
するのか）

セミナーの実施や情報誌の配布によ
り、男女共同参画意識の醸成を図る。

②事務事業の概要
　男女共同参画推進センターは、男女が互いにその人権を尊重しつつ責任を分かち合い、性別にかかわりなく個性
と能力を十分に発揮することができる男女共同参画社会実現の活動拠点施設として設置した。 この施設は、「学
習・研修」「情報収集・提供」「相談」「交流」「活動支援」「調査・研究」等の事業を実施している。

③環境分析（事業開始
からの状況変化や今後の
見込み・市民意向など）

少子高齢化や経済の低迷といった社会の中で、男女共同参画意識の醸成を行い、
男女共同参画社会を形成していく必要がある。

①平成25年度の事
業の成果

男女共同参画週間事業、行政・市民企画セミナー等を実施し、延べ５９５人の参加
を得られ、市民編集委員による企画・立案のうえ、情報誌を発行し市内全戸配布を
行い、男女共同参画意識の醸成を図った。

②成果
を表す
指標

指標名称 算定根拠

男女が平等であると考える市民割合 市民意識調査

平成25年度決算（事業費）の主な内訳 平成26年度予算

918 プロジェクトマネージャー報酬

金額（千円） 内容 7,029

2,519 非常勤職員賃金

459 印刷製本費
846 女性のための相談業務委託 7,029

①課題（目的に対す
る現状など）

社会情勢等を考慮し、時代のニーズを的確に把握したセミナー等の実施が課題

②評価
ⅲ公平性 3高い

ⅴ総合評価 6精査・検証
ⅳ効率性 3高い

③上記評価の理由
各種事業の参加状況やアンケート結果を踏まえたうえで課題を精査し、次年度の
事業に活かしていく必要があるため。

①平成25年度の計画
平成25年度事業費の状況（単位；千円）

計画事業費 予算額 決算額

③達成状況 　　
現年分

④未完了・非着手の理由
平成26年度への繰越額（単位；千円）

②計画に対する事業実績

0 0

H24から
の繰越
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会計 款 項 目
多額
経費

一般 2 1 9 　　

担当課室

担当課室長

Ⅰ　改革・改善内容（＝事務事業をより良く実施するための方策）

Ⅱ　事務事業の目的・概要

対象

Ⅲ　事務事業の成果やコストの状況

平成23
年度

平成24
年度

平成25
年度

単位

ⅰ 26 ％
ⅱ
ⅲ

③事務事業のコスト 平成24年度決算 平成25年度決算

事業費（千円） 1413 737
国支出金（千円）
県支出金（千円） 1037 373
市債その他（千円）

一般財源（千円） 376 364
Ⅳ　評価・検討

ⅰ市関与の妥当性 3高い
ⅱ有効性 3高い

Ⅴ　多額の経費を要する事業等の「実施計画」における達成状況

当初
H24⇒25繰越

補正
流用・充当

平成平成平成平成２６２６２６２６年度年度年度年度　　　　鎌鎌鎌鎌ケケケケ谷市事務事業評価表谷市事務事業評価表谷市事務事業評価表谷市事務事業評価表（（（（事後事後事後事後）（）（）（）（標準評価表標準評価表標準評価表標準評価表））））

事務事業名 人権施策に要する経費

政策 14個人が尊重しあう多様な市民交流をつくります 市民活動推進課

施策 411地方分権と市民参加の推進 大伯　昌司

①前回
の評価
で掲げ
た内容

人権特設相談の利用向上のため、人権相
談の周知について工夫を行い、市民が利
用しやすい体制づくりを行う。 ③平成26年

度に取組む
改革・改善
内容

人権啓発活動における新たな試み
として、スポーツ組織と連携した事
業に取り組む②①に

基づく
取組み
結果

人権週間時の映画上映会の際に、人権相談を
はじめとする活動について、パネル展示を行う
ことで周知を図った。６月１日には休日の相談
を実施し、１名の相談があった。

①目的 市民
意図（対象をどう
するのか）

相談や啓発を通じて人権尊重が図
られる

②事務事業の概要
　市民が生活するうえで発生する人権の侵害や人権に関する悩みごとについて相
談や人権尊重思想の普及を図るための啓発事業を行う。

③環境分析（事業開始
からの状況変化や今後の
見込み・市民意向など）

人権相談については、親子間の関係、近隣とのトラブルなど多岐にわたっており、
対応が難しくなってきている。

①平成25年度の事
業の成果

毎月、市で実施している人権相談では４名の利用があり、人権週間事業では人権
映画上映会を実施し、２２０名の参加が得られ、相談及び啓発活動により人権尊重
が図られた。

②成果
を表す
指標

指標名称 算定根拠

市民の意見や要望が市政に反映されていると思う市民の割合 市民意識調査

平成25年度決算（事業費）の主な内訳 平成26年度予算

158 映画上映委託

金額（千円） 内容 698

147 映画フィルム借上料 265
296 市川人権擁護委員協議会負担金

50 千葉県人権センター負担金 433

①課題（目的に対す
る現状など）

インターネットを中心とした人権侵害事例が増加

②評価
ⅲ公平性 3高い

ⅴ総合評価 6精査・検証
ⅳ効率性 3高い

③上記評価の理由
相談の利用状況、事業のアンケート結果を踏まえたうえで課題を精査し、次年度の
事業に活かしていく必要があるため。

①平成25年度の計画
平成25年度事業費の状況（単位；千円）

計画事業費 予算額 決算額

③達成状況 　　
現年分

④未完了・非着手の理由
平成26年度への繰越額（単位；千円）

②計画に対する事業実績
H24から
の繰越
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会計 款 項 目
多額
経費

一般 2 1 9 ○

担当課室

担当課室長

Ⅰ　改革・改善内容（＝事務事業をより良く実施するための方策）

Ⅱ　事務事業の目的・概要

対象

Ⅲ　事務事業の成果やコストの状況

平成23
年度

平成24
年度

平成25
年度

単位

ⅰ 2,238 2064 人
ⅱ 68 68 ％
ⅲ 29,398 29407 世帯

③事務事業のコスト 平成24年度決算 平成25年度決算

事業費（千円） 30,000 21,010
国支出金（千円）
県支出金（千円）
市債その他（千円）

一般財源（千円） 30,000 21,010
Ⅳ　評価・検討

ⅰ市関与の妥当性 3高い
ⅱ有効性 3高い

Ⅴ　多額の経費を要する事業等の「実施計画」における達成状況

当初 21,166
H24⇒25繰越 0
補正 0
流用・充当 0

0

③達成状況 完了
現年分 21,010

④未完了・非着手の理由
平成26年度への繰越額（単位；千円） 0

②計画に対する事業実績 21,010千円
21,166 21,166 21,010

H24からの繰越

③上記評価の理由 受所自治会館建替の補助金を交付した。

①平成25年度の計画
受所自治会館解体・新築事
業への補助金交付

平成25年度事業費の状況（単位；千円）
計画事業費 予算額 決算額

②評価
ⅲ公平性 3高い

ⅴ総合評価 7拡充
ⅳ効率性 3高い

33,623

①課題（目的に対す
る現状など）

自治会集会所の建て替えを希望している自治会が複数あることから、それぞれの
自治会とのヒアリングを実施し、実施計画に計上していく。

1,010 受所自治会館解体

平成25年度決算（事業費）の主な内訳 平成26年度予算

20,000 受所自治会館建設

金額（千円） 内容 33,623

③環境分析（事業開始
からの状況変化や今後の
見込み・市民意向など）

自治会集会所の老朽化が進んでいることから、早期着工、早期建設に向けた要望
が増加することが予想される。

①平成25年度の事
業の成果

受所自治会館の解体及び建設事業に対し、２１，０１０千円の補助金の交付を行っ
た。

②成果
を表す
指標

指標名称 算定根拠

ふれあいラリー参加者 業務取得
自治会加入率 業務取得

自治会加入世帯数 業務取得

①目的
自治会集会所の建設を予定
している自治会

意図（対象をどう
するのか）

地域コミュニティと自治会活動の活性化
を図り、自治会加入率増加にもつなが
る。

②事務事業の概要
自治会が集会所を建設する際に、その整備費の一部を助成する。
補助対象経費　事業費の8/１０以内
限度額　新築及び用地取得　33,000千円・新築のみ23,000千円　・解体1,500千円

施策 141個性豊かなコミュニティづくり 笠井　真利子

①前回
の評価
で掲げ
た内容

新築及び用地取得の場合で最高３，０００万円の補助金が
受けられることで、自治会の負担へ軽減されるが、市の財
政状況を考慮し、かつ、着実な建設促進を行うため、見直し
が必要と考える。

③平成26年
度に取組む
改革・改善
内容

鎌ケ谷第二区連合自治会館建て替
えの補助を行う。②①に

基づく
取組み
結果

「自治会集会所の新築に係る補助金交付基準」の見直しを
図り、労務単価の上昇分と消費税アップに伴い補助金限度
額について最高３，３００万円の補助が受けられることと
なった。

平成平成平成平成２６２６２６２６年度年度年度年度　　　　鎌鎌鎌鎌ケケケケ谷市事務事業評価表谷市事務事業評価表谷市事務事業評価表谷市事務事業評価表（（（（事後事後事後事後）（）（）（）（標準評価表標準評価表標準評価表標準評価表））））

事務事業名 自治会集会所整備助成事業

政策 14個人が尊重しあう多様な市民交流をつくります 市民活動推進課
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会計 款 項 目
多額
経費

一般 2 1 12 　　

担当課室

担当課室長

Ⅰ　改革・改善内容（＝事務事業をより良く実施するための方策）

Ⅱ　事務事業の目的・概要

対象

Ⅲ　事務事業の成果やコストの状況

平成23
年度

平成24
年度

平成25
年度

単位

ⅰ 386 件
ⅱ
ⅲ

③事務事業のコスト 平成24年度決算 平成25年度決算

事業費（千円） 1,648 1,652
国支出金（千円）
県支出金（千円）
市債その他（千円）

一般財源（千円） 1,648 1,652
Ⅳ　評価・検討

ⅰ市関与の妥当性 3高い
ⅱ有効性 3高い

Ⅴ　多額の経費を要する事業等の「実施計画」における達成状況

当初
H24⇒25繰越

補正
流用・充当

③達成状況
現年分

④未完了・非着手の理由
平成26年度への繰越額（単位；千円）

②計画に対する事業実績
H24から
の繰越

③上記評価の理由 弁護士等が行う各種相談への支援を行い、年間３８６件の利用があった。

①平成25年度の計画
平成25年度事業費の状況（単位；千円）

計画事業費 予算額 決算額

②評価
ⅲ公平性 3高い

ⅴ総合評価 7拡充
ⅳ効率性 3高い

1,696

①課題（目的に対す
る現状など）

市民生活に係る各種トラブルを解決していくためには相談日及び項目の拡充が必
要となる。

平成25年度決算（事業費）の主な内訳 平成26年度予算

1,638 法律相談報酬
金額（千円） 内容 1,696

③環境分析（事業開始
からの状況変化や今後の
見込み・市民意向など）

景気の低迷や少子高齢化社会、高度情報化社会などの急速な生活環境の変化に
よって、相談内容も多岐多様となってきている。

①平成25年度の事
業の成果

年間３８６件の相談を受け市民ニーズに対応した。

②成果
を表す
指標

指標名称 算定根拠

相談件数 業務取得

①目的 市民
意図（対象をどう
するのか）

各種相談を通じて、安心した市民生
活や市民福祉の向上を図る。

②事務事業の概要
　市民が社会生活を送るうえで発生する諸問題について、その解決を援助するた
め市民相談を行う。

施策 411地方分権と市民参加の推進 笠井　真利子

①前回
の評価
で掲げ
た内容

相談者が多く、現在の相談日だけでは対
応できない。相談日や相談時間を延長し
たい。 ③平成26年

度に取組む
改革・改善
内容

各種相談の利用率向上を図るべく、
実施している相談のＰＲや相談回数
の見直しを行う。②①に

基づく
取組み
結果

市以外で行っている各種相談窓口の情報
提供を行っている。

平成平成平成平成２６２６２６２６年度年度年度年度　　　　鎌鎌鎌鎌ケケケケ谷市事務事業評価表谷市事務事業評価表谷市事務事業評価表谷市事務事業評価表（（（（事後事後事後事後）（）（）（）（標準評価表標準評価表標準評価表標準評価表））））

事務事業名 各種相談に要する経費

政策 41計画の実現のために 市民活動推進課
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会計 款 項 目
多額
経費

一般 2 1 13 　　

担当課室

担当課室長

Ⅰ　改革・改善内容（＝事務事業をより良く実施するための方策）

Ⅱ　事務事業の目的・概要

対象

Ⅲ　事務事業の成果やコストの状況

平成23
年度

平成24
年度

平成25
年度

単位

ⅰ 17,958 人
ⅱ 8,382 千円
ⅲ 467 円

③事務事業のコスト 平成24年度決算 平成25年度決算

事業費（千円） 43,713 48,468
国支出金（千円）
県支出金（千円）
市債その他（千円）

一般財源（千円） 43,713 48,468
Ⅳ　評価・検討

ⅰ市関与の妥当性 3高い
ⅱ有効性 3高い

Ⅴ　多額の経費を要する事業等の「実施計画」における達成状況

当初
H24⇒25繰越

補正
流用・充当

③達成状況
現年分

④未完了・非着手の理由
平成26年度への繰越額（単位；千円）

②計画に対する事業実績
H24から
の繰越

③上記評価の理由 洋式トイレ化及び誘導雷防止装置の設置を行い、利用者サービスの向上を図った。

①平成25年度の計画
平成25年度事業費の状況（単位；千円）

計画事業費 予算額 決算額

②評価
ⅲ公平性 3高い

ⅴ総合評価 7拡充
ⅳ効率性 3高い

50,291

①課題（目的に対す
る現状など）

コミュニティセンター３館（鎌ケ谷、南初富、道野辺中央）について、「民間委託推進
計画」の位置づけのもと指定管理者制度の導入について検討を行う必要がある。

平成25年度決算（事業費）の主な内訳 平成26年度予算

48,468 ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ維持管理費

金額（千円） 内容 50,291

③環境分析（事業開始
からの状況変化や今後の
見込み・市民意向など）

利用人数は平成２４年度以降増加傾向にあり、今後も利用方法や施設・設備等に
ついて検討・改善を行うことで、更なる増加が予想される。

①平成25年度の事
業の成果

　市内６ヶ所のコミュニティセンターを管理運営することにより、市民福祉の向上と人
間性豊かな地域社会の形成に大きく貢献した。
　平成２５年度の総利用者は、１０７，７４８人であった。

②成果
を表す
指標

指標名称 算定根拠

①１施設当たりの利用者数（利用者数/コミュニティセンター数） 業務取得
②１施設当たりの管理運営費（管理運営費/コミュニティセンター数） 業務取得
③一人当たりの管理運営費（管理運営費/利用者数） 業務取得

①目的 地域住民
意図（対象をどう
するのか）

市民相互の交流を深め、人間性豊
かな地域社会の形成を図る。

②事務事業の概要
　地域住民の自主的な活動の場を確保し、もって市民相互の交流を深め、市民福
祉の向上と人間性豊かな地域社会の形成を図るため、市内６ヶ所のコミュニティセ
ンター（鎌ケ谷、南初富、道野辺中央、北中沢、くぬぎ山、粟野）を管理運営する。

施策 141個性豊かなコミュニティづくり 笠井　真利子

①前回
の評価
で掲げ
た内容

コミュニティセンター利用者向上のため市内４館（くぬぎ山、
北中沢、鎌ヶ谷、南初富の各コミュニティセンター）に洋式ト
イレを設置する。また、雷から施設を守る「誘導雷防止装
置」を６コミュニティセンターと軽井沢集会所に設置する。

③平成26年
度に取組む
改革・改善
内容

非常勤職員が常駐する３館（鎌ケ
谷、南初富、道野辺中央）につい
て、指定管理者制度を導入するた
めの手続きを行う。

②①に
基づく
取組み
結果

洋式トイレ及び誘導雷防止装置を各コミュ
ニティセンターに設置した。

平成平成平成平成２６２６２６２６年度年度年度年度　　　　鎌鎌鎌鎌ケケケケ谷市事務事業評価表谷市事務事業評価表谷市事務事業評価表谷市事務事業評価表（（（（事後事後事後事後）（）（）（）（標準評価表標準評価表標準評価表標準評価表））））

事務事業名 コミュニティセンターの管理運営に関する経費

政策 14個人が尊重しあう多様な市民交流をつくります 市民活動推進課

25



会計 款 項 目
多額
経費

一般 2 1 13 ○

担当課室

担当課室長

Ⅰ　改革・改善内容（＝事務事業をより良く実施するための方策）

Ⅱ　事務事業の目的・概要

対象

Ⅲ　事務事業の成果やコストの状況

平成23
年度

平成24
年度

平成25
年度

単位

ⅰ 17,958 人
ⅱ 8,382 千円
ⅲ 467 円

③事務事業のコスト 平成24年度決算 平成25年度決算

事業費（千円） 16,348 17,354

国支出金（千円） 500

県支出金（千円）

市債その他（千円）

一般財源（千円） 16,348 16,854
Ⅳ　評価・検討

ⅰ市関与の妥当性 3高い
ⅱ有効性 3高い

Ⅴ　多額の経費を要する事業等の「実施計画」における達成状況

当初 5,313
H24⇒25繰越

補正 62,505
流用・充当 -1,627

③達成状況 未完了
現年分 17,354

④未完了・非着手の理由 ２ヶ年繰越事業
平成26年度への繰越額（単位；千円） 48,837

②計画に対する事業実績
北中沢コミュニティセンター外壁・屋上防
水工事及び空調改修工事

67,818 66,191 17,354

H24から
の繰越

③上記評価の理由
北中沢コミュニティセンターの外壁・屋上防水及び空調設備改修工事を実施した。
（Ｈ２６繰越）

①平成25年度の計画 公共施設の長寿命化計画
平成25年度事業費の状況（単位；千円）

計画事業費 予算額 決算額

②評価
ⅲ公平性 3高い

ⅴ総合評価 7拡充
ⅳ効率性 3高い

68,837

①課題（目的に対す
る現状など）

各施設の老朽化が進み、維持管理・修繕費用がかさむ状況となっている。

3,528 外壁・屋上防水及び空調設備改修
工事実施設計委託(北中沢コミセン)

861 外壁・屋上防水改修工事実施設計
委託（南初富コミセン）

平成25年度決算（事業費）の主な内訳 平成26年度予算

12,800
空調設備改修工事
（北中沢コミセン）

金額（千円） 内容 68,837

③環境分析（事業開始
からの状況変化や今後の
見込み・市民意向など）

各施設とも老朽化が進み、今後も修繕が必要となることが予想される。

①平成25年度の事
業の成果

北中沢コミュニティセンター外壁・屋上防水、空調設備改修工事実施設計及び工
事。南初富コミュニティセンター外壁・屋上防水工事実施設計。

②成果
を表す
指標

指標名称 算定根拠

①１施設当たりの利用者数（利用者数/コミュニティセンター数） 業務取得
②１施設当たりの管理運営費（管理運営費/コミュニティセンター数） 業務取得
③１人当たりの管理運営費（管理運営費/利用者数） 業務取得

①目的 地域住民
意図（対象をどう
するのか）

コミュニティセンターの適正な維持管理を図ること
により、地域コミュニティの活性化を図る。

②事務事業の概要
　老朽化した北中沢コミュニティセンターの外壁・屋上防水の改修工事及び空調設備の改修工事を行
う。(平成２５年度、平成２６年度の２カ年事業）
　また、南初富コミュニティセンター外壁・屋上防水改修工事を行うにあたり、実施設計を行う。

施策 141個性豊かなコミュニティづくり 笠井　真利子

①前回
の評価
で掲げ
た内容

公共施設の長寿命化を図るため、経年劣化した施設の改
修を行う。今年度は、北中沢コミュニティセンターの外壁・屋
上防水及び空調設備改修工事が平成２６年度に実施され
るにあたり設計委託を行う。

③平成26年
度に取組む
改革・改善
内容

経年劣化したコミュニティセンターを
計画的に改修する。２６年度は、北
中沢コミュニティセンター外壁・屋上
防水、空調設備改修工事を前年度
から繰越し行う。また、南初富コミュ
ニティセンター外壁・屋上防水工事
を行う。

②①に
基づく
取組み
結果

北中沢コミュニティセンターの外壁・屋上外
壁工事の設計を行い、工事を発注した。
（Ｈ２６繰越）

平成平成平成平成２６２６２６２６年度年度年度年度　　　　鎌鎌鎌鎌ケケケケ谷市事務事業評価表谷市事務事業評価表谷市事務事業評価表谷市事務事業評価表（（（（事後事後事後事後）（）（）（）（標準評価表標準評価表標準評価表標準評価表））））

事務事業名 コミュニティセンター等改修事業

政策 14個人が尊重しあう多様な市民交流をつくります 市民活動推進課
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